
� はじめに

野島（１９９７）は「心理臨床家をめざす人

に必要な４種類の学習」として，�〈認知
的 学 習〉�〈体 験 学 習〉�〈実 習〉�
〈スーパービジョン〉を挙げている。�の
体験学習とは，自分自身がクライエント体

験をすることであり，「トライアル・カウ

ンセリング」はこの体験学習にあたる。ト

ライアル・カウンセリングは，相談機関等

で行われる治療的カウンセリングとは異な

り，タイムリミティッドで院生に対して授

業（教育）の一貫として実施されるもので

あり（野島，２０１６），臨床心理士の資格を

有するプロのカウンセラーからカウンセリ

ングを受けることを通じて，カウンセラー

の技を学ぶとともに，クライエントの心理

についての理解を深めることを目的として

いる（吉田，２０２０）。

野島（２０２１）は「公認心理師，臨床心理

士をめざす院生は学内実習でカウンセリン

グを担当することになるが，よりよいカウ

ンセリングを行うためには，自分自身がカ

ウンセリングを受ける体験（クライエント

体験）をすることが有益である」と述べて

いる。「臨床心理面接特論」の授業におい

てトライアル・カウンセリングが設定され

ており，これまでに谷澤・小林ほか

（２０１３），荒井・門 倉 ほ か（２０１４），富 永

（２０１７），大橋（２０１８），吉田（２０２０）など

によってその体験が報告されている。

本稿で，トライアル・カウンセリングに

おけるクライエント体験の報告を行うにあ
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要 約

本稿では，まず大学院での臨床心理士及び公認心理師養成のための教育の一環として

「臨床心理面接特論」の授業で課せられた「トライアル・カウンセリング」の性質や構造

について述べた。次に，精神疾患の親をもつ子どもの立場でもある筆者の「クライエント

体験」について毎セッションごとに報告したうえで，�各回の概要，�自己開示につい
て，�自己一致について，�カウンセラーの関わりについて，�心理臨床家をめざす，精
神疾患の親を持つ子どもの立場として，の５つに焦点を当て，トライアル・カウンセリン

グを受けたことによる心境の変化について考察を行った。
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たり，まずトライアル・カウンセリングの

構造について簡単に紹介した後に，クライ

エント体験の報告を行い，全体を通しての

考察を行っていく。

クライエント体験の報告及び考察を行う

にあたり，はじめに筆者自身について述べ

ておきたい。筆者は心理臨床家をめざし大

学院生として学んでいる立場であるが，同

時に精神疾患の親を持つ子どもの立場でも

あり，大学院に進学するまでは家族と同居

し，精神疾患のために長期間自宅療養をし

ている親の情緒的ケア等を担ってきた。

家庭内において情緒的なケアラー役割を

担ってきた子どもの立場から，職業として

の支援者である心理臨床家をめざす中で，

トライアル・カウンセリングを受けること

が，筆者に心境の変化をもたらした。その

ため，本稿では，自己開示や自己一致，自

分自身や家族に対して生じた心境の変化を

中心に報告し，考察を行う。

� トライアル・カウンセリングの構造

１．期間と回数：２０２１年７月下旬から９月

中旬までの間に，５回限定でカウンセリ

ングを受けた。

２．体験時間：１回のカウンセリングは５０

分間であった。

３．カウンセラー：学内の心理教育相談所

の臨床心理士，及び公認心理師の資格を

持つインテーカー（女性）であった。

� クライエント体験の報告

１．相談機関の選択

相談機関を選ぶにあたり，学内の心理教

育相談所のインテーカーに，相談所長の許

可をいただいたうえで依頼した。通常の相

談と同様に電話で申し込み，担当のカウン

セラーとなるインテ―カー（以下カウンセ

ラーとする）が決定してから連絡をいただ

いて，初回の日程が決定した。

受付に際して，学内の心理教育相談所と

いうことで，多重関係の恐れがあることを

確認された。しかし，当時は学内実習も開

始しておらずカウンセラーとの関わりもあ

まりなかったため，筆者としては問題ない

と伝え依頼に至った。

２．１回目面接

１）自己開示について

初回のカウンセリングでは筆者の緊張感

が強く，面接の中で自分が抱えているぼん

やりとした感覚を言語化することに必死だ

ったのだが，語られた内容を振り返ると，

大きく二つにまとめることができた。一つ

目が，自己開示についての話題である。

そもそも筆者の中で，家族や過去の出来

事，特に親の精神疾患について日常の場で

周囲の人に話した経験がほとんどなく，ト

ライアル・カウンセリングについて授業で

案内された際にも，自身が受けることに抵

抗感があった。しかし，大学院に入学し一

人暮らしを始めたため自分と向き合う余裕

ができたこと，心理臨床家をめざし学ぶ中

で自己理解の重要性を感じたことなどか

ら，少しずつ過去を振り返って言葉にしよ

うと考えるようになっていた。

そのような状況で受けた面接で，自分の

家族についてこれまで人に話してこなかっ

たことに対する不安を語っていた。家族や

過去の出来事に関して向き合うことを避け

てきた部分が大きいと感じており，向き合

うこと自体に不安がある一方で，放置した
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ままでは将来心理臨床家になれたとしても

問題が生じるのではないかという不安があ

り，板挟みの状態であった。加えて，大学

院で学ぶ中で「カウンセラーが自己開示で

きる幅が広いほど，クライエントも自己開

示できる」といずれかの授業で聞いた言葉

が印象に残っており，心理臨床家をめざす

自分が自己開示できないことにマイナスな

感情を抱いていた。

精神疾患の親との出来事については，

「話しても理解されると思ってないし，理

解されたいとも思ってない。理解されない

なら言わない」と発言しており，人に話す

ことへの抵抗から話す必要がないと考えて

いた。一方で，友人など周囲の人に自己開

示できずにいたことを語る際には落涙して

おり，話したくないと思いながらも人に話

せないことにプレッシャーを感じ，葛藤を

抱えていた。

２）自己一致について

二つ目の話題は自己一致に関するもの

で，「しなくてはいけないけど出来ていな

い」という感覚が強くあり，焦りのような

感覚を抱いていた。

当時の筆者は自己一致がどのようなもの

なのか分からず，そのうえで分かっていな

いこと以上に出来ていないという点を意識

し，不安や混乱を感じていた。自己一致の

概念そのものから悩んでいたのだが，面接

の中でカウンセラーに尋ねられると「表現

できる自分と表現できない自分がある程度

つながっている状態」を自己一致だと考え

ていたと分かった。

面接でのそれまでの語りと関連付けなが

ら，自分の考える自己一致を，その時点で

どの程度出来ていると感じているのか確認

すると，幼い頃を考えれば比較的出来てい

ると感じていたことにも気付いた。だが，

家族や過去の出来事と向き合うことができ

ていないとも語っており，それに対して自

分の中で処理できるようになりたい，自己

一致できるようになりたいと感じていた。

３）カウンセラーの関わりについて

１回目面接でカウンセラーについて印象

に残ったのは，筆者が過去を受け止めずに

来たために，将来似た境遇のクライエント

を心理臨床家として支援する時に，冷静に

対応できるのか不安があると語った際のカ

ウンセラーの関わりであった。

筆者は，冷静な支援のためにはまず自分

自身の過去について「処理しなきゃいけな

い」と感じていたのだが，その際カウンセ

ラーは義務的な感覚なのかどうか，気持ち

を確認してくれた。自分の中ではやらなく

てはならない印象で，追われているような

感覚が強かったのだが，カウンセラーから

尋ねられて考えてみると，「頑張ってみよ

う」とポジティブな感情も抱いていたこと

に気付くことが出来た。

３．２回目面接

１）不安について

２回目面接では，自分は心理臨床家にな

れるのか，心理臨床家になっていいのかと

いう不安を語っていた。大学院でカウンセ

リングの練習をする中で，自分自身は自己

開示や気持ちの言語化ができない一方で，

練習相手には気持ちを尋ねていることに違

和感があり，自分の問題を処理できていな

い状態で他の人の支援ができるのかといっ
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た不安もあった。その不安が，自身の家族

の問題に起因しているのではないかと感じ

て悩んでいた。

漠然とした不安として捉えることしか出

来ていなかったのだが，面接で具体的に言

葉にすると，不安を感じていた対象は，家

族や過去の出来事というよりも実習やケー

スなどの大学院生活であったと気付いた。

対象が分からないまま不安だけを認識して

いたために，ぼんやりした不安という点で

共通していた過去の出来事を，当時感じて

いた不安の原因だと捉え悩んでいたのだと

考えることができた。１回目面接で「過去

を処理しなきゃいけない」と感じていたの

は，過去を受け止めることが出来れば感じ

ている不安が減少するのではないかと考え

ていたためだと気付いた。

この気付きも筆者にとって大きかった

が，カウンセラーがその時の筆者に対して

「今，一致したね」と声をかけてくれたこ

とも励みになった。自己一致出来ていない

と感じていた筆者にとって，面接の中で部

分的にであっても，実際に一致できたと感

じたことは嬉しかった。

２）不一致への気付き

また，１回目面接でも語っていた自己一

致について，２回目の面接で自己の不一致

に気付いたことが，トライアル・カウンセ

リングにおいて非常に大きな気付きとなっ

た。

精神疾患の親について語る中で，大学生

だった頃の筆者にとって印象的だったエピ

ソードと共に，怒りとして表していた自分

自身の気持ちのぶつけ先がなくなり，行き

場をなくした気持ちがあるという話題があ

った。一方で，心理学を学ぶうちに精神疾

患の親を「非難する側だったのが，理解者

になろうとした」と，家族の中で問題が生

じた際には筆者が仲介役となって解決しよ

うとしたり，精神疾患の親の症状が悪化し

た際に出来る限りフォローしようとしてい

たことについても語っていた。

その際カウンセラーから，「安全性を第

一にしたいが」と前置きしたうえで，心理

学を学んで親の理解者になろうとしたこと

と，怒りなどの行き場をなくした気持ちが

あることは，相反しているのではないかと

伝えられた。自分自身としては違和感なく

語っていたため驚きだったのだが，その言

葉を受けて考えてみると腑に落ち，筆者が

自己一致しなくてはならないものの出来な

いと感じていた理由が，この不一致にあっ

たのではないかと考えることが出来た。そ

してその不一致について，自分の中で折り

合いをつけていきたいと感じた。

不一致への気付きは筆者にとって衝撃的

ともいえる気付きだったのだが，面接の中

で徐々に実感していき，面接を終えてから

も反芻して納得していった。カウンセラー

が「理解したい気持ちと，過去に受けてき

たことが消えないこと，どっちもあるのが

自然だと思う」と受容してくれたことも筆

者が気付きを納得できたことにつながった

と感じ，この気付きは筆者にとって非常に

重要な，自己理解を促すものとなった。

３）カウンセラーの関わりについて

２回目面接の全体を通して，カウンセ

ラーの気遣いを感じる場面が多かった。面

接の冒頭には，１回目面接で話したことに

よって筆者の気分や体調に問題が生じなか
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ったか確認してくれており，大学院生とし

ての不安を語っていた際には，先輩として

の立場からも話していただき安心すること

ができた。不一致について気付いた際も，

踏み込みすぎて筆者が傷つくことのないよ

うカウンセラーが，遠すぎず，近すぎな

い，ちょうどよい距離感で関わってくれて

いたと感じ，その配慮があったために安心

して不一致を受け止めることが出来たのだ

ろうと考えられた。

４．３回目面接

１）自己一致について

２回目面接で気付いた自己の不一致に関

して，３回目面接までの期間で反芻してい

たものの，具体的な整理には至っていなか

った。３回目面接では，不一致となる矛盾

を納得したと語りつつ，１回目面接から述

べていた自己一致との関連をカウンセラー

との語りの中で紐解いていった。

そもそも，自己一致について，野島

（２０２１）は「臨床心理面接特論」の授業の

中で，カウンセラーの基本的態度としての

自己一致（純粋，真実さ）を，「『体験過程

（ホンネの心の流れ）』レベル，『意識』レ

ベル，『表現（言語，非言語）』レベルにズ

レがないこと。透明であること。」と述べ

ていた。

それを受け筆者は，自分自身は，本音と

してこうありたいと思う自分と，態度とし

て表現している自分とが一致していないた

め，自己一致が出来ていないのではないか

と感じていた。カウンセラーとのやり取り

の中で，心理学を学んでいるのだから理解

者になるべきとめざすあまり，子どもの立

場として親に気持ちを分かってほしいと思

いつつも，感じていた怒りなどを表現する

ことができず，抱えている感情と実際にと

っている言動とにズレが生じている状態で

あったと整理された。

精神疾患の親に対して，自分の気持ちを

素直に言ってしまうと親の症状等が悪化す

ると考えていて，言わないことが結果的に

は自分自身のためにもなると感じていた。

しかし，言えないこと自体が，筆者の自己

一致や言語化ができないという感覚につな

がり，悩んでいたのだと気付くことができ

た。

行き場をなくした気持ちについて，カウ

ンセラーがその気持ちはどうするのがいい

と思うか確認してくれた際，筆者は「その

まま放っておいても，意外と問題はないか

もしれない」と語っていた。一人暮らしを

しているため親と物理的に距離があること

を理由として挙げていたのだが，「処理し

なきゃいけない」と語っていた１回目面接

とは大きく変化したと感じた。

２）ポジティブな話題

３回目面接では，ポジティブな話題が多

く語られていたことが印象的だった。大学

生の頃，初めて家族と長期間離れて過ごし

た経験や，その間で「意外となんとかな

る」という意識や自分に対する自信が芽生

えたこと，同時期に別の要因もあって心に

余裕が持てるようになったことを語ってい

た。加えて，精神疾患の親に対しても，過

去と比較すると現在は変化していることを

肯定的に語っており，親と自分の関係性も

よい方向に変化していると感じることが出

来ていた。
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３）カウンセラーの関わりについて

ポジティブな話題を語ったタイミング

で，カウンセラーが，言語化や自己一致に

ついて改めて考えてみるとどうか，と質問

をしてくれた。これまでの面接で何度も

「出来ていない」と不安を語っていたのだ

が，この質問を受けて考えてみると「意外

と出来ているかも」という感覚を抱いてい

ることに気付いた。

２回目面接で自分の中の不一致を自覚し

たことで，曖昧な状態で抱えていたものが

言語化され，現在と切り離されていると感

じ向き合えずにいた過去に対しても，現在

とつながっている感覚が生じ，「昔は大変

だったけど，現在は自分も親も成長してい

る」と捉えることが出来ていた。

その変化に対して，カウンセラーが筆者

の話を受容しつつ，整理してくれたことが

大きく影響していたと感じた。カウンセ

ラーに向けて筆者の中にある感覚を説明す

ることや，質問に対する答えを考えること

で自分の考えが整理され，明確になって受

け止めることができたと感じていた。

５．４回目面接

１）自己理解について

４回目面接では，特定の話題について詳

しく語るのではなく，当時の筆者が悩んだ

り考えたりしたことを思いついたまま語っ

ていた。心理臨床家をめざす立場でありケ

アラーでもある立場として，精神疾患の親

に対する自分自身の態度への葛藤や，日常

生活での悩みなどを気軽に話していたのだ

が，言葉にしたことで整理されていく感覚

があった。カウンセラーに向けて話すこと

で発散できたような感覚もあり，考えても

仕方ないと分かりつつ考え込んでしまう傾

向があるという自己理解に至ることもでき

た。

また，精神疾患の親の情緒的なケアを担

ってきたために，子どもの立場では考える

必要がないと考えられるような家族のこと

についても自分が何とかしなくてはと悩ん

でいて，自分自身のことと並行して全てに

真面目に考え込んでしまうために不安を感

じていた。そのような，子どもの立場らし

くないような悩みがあること自体にネガテ

ィブな感覚があったのだが，面接の中で

「それはそれとして，しっかり出来てるっ

てことでいいかな」という感覚を抱いてい

ることに気付くこともできた。

２）カウンセラーの関わりについて

当時の悩みを気軽に言葉にすることがで

きたのは，カウンセラーとの関係性が出来

ており，面接の場に安心感を抱いていたた

めではないかと感じた。カウンセラーとの

やり取りの中で，一人で悩んでいては気付

かなかった面に気付くことができ，語りつ

つ連想した出来事によって感覚が補強され

ていくような印象もあった。

６．５回目面接

１）自己開示について

最後の回である５回目面接では全体を振

り返り，トライアル・カウンセリングを受

ける以前と５回目面接を受けている時とを

比較し，その変化について語っていた。

まず自己開示について，家族や過去の出

来事に対して「話さずに済むのなら話さな

いけど，話しても大丈夫」という感覚を持

つことが出来ていた。トライアル・カウン
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セリングを受ける以前は，人に話してはい

けないという感覚が強く隠してきたのだ

が，カウンセリングという非日常的な場で

カウンセラーに向けて話し，受け入れられ

た経験を得たことで「ちょっと人に話して

みたところで，自分が全部崩れるわけでは

ない」と思え，自己開示への抵抗感が少な

くなっていた。周囲の人に隠していること

に罪悪感があったのだが，それが軽減され

たのは筆者にとって大きな変化であった。

２）心境の変化について

トライアル・カウンセリングを受けたこ

とによる心境の変化を，箱に例えて語って

いた。

トライアル・カウンセリングを受ける以

前は，家族や過去の出来事を「箱の中にし

まい込んでいるイメージ」で向き合わずに

過ごしており，「昔のことを考えずにいら

れるなら今の私は健康だけどって感じ」

で，放置してはいけないと思いつつも箱の

蓋を開けられずにいた。だが，大学院に入

学し心理臨床家をめざす中で過去に向き合

う必要性を感じ，「箱を開くことになって

混乱していた」状態が１回目面接であっ

た。５回目面接の際には，「箱はあるけど

蓋は開いてる」状態で，中身を見ようと思

えば見ることも，出そうと思えば出すこと

も，放置しておこうと思えばそのまま持っ

ておくこともできる状態であると語ってい

た。

自己開示について語る際に落涙していた

１回目面接とは大きく変化していると感じ

たのだが，１回目面接の際は，大学院に入

学して学び自分自身について考える機会が

増えたことで，箱の蓋を開けなければなら

ないと感じていたのだろうと考えられた。

長い間閉じていた箱の蓋を開けたことで中

身が溢れ混乱していたが，トライアル・カ

ウンセリングで蓋を開いて中身を扱ってみ

ると，中身が際限なく出てくる訳ではな

く，自分でも対処できるものであったと分

かった。家族や過去の出来事について向き

合うこと，箱を開けることに怖さを感じて

いたのだが，面接の場で向き合い蓋を開け

てみたことで，問題なく受け入れることが

できたのだと考えが整理された。

３）家族との関係

家族との関係についても，考え方の変化

を語っていた。トライアル・カウンセリン

グを受ける以前は，家族の中で何か問題が

起きた際は筆者が全て自分で解決しなくて

はいけないと考えていたのだが，５回目面

接では，筆者自身がその負担を外部の第三

者に分けようとする発想も持っていたこと

に気付いた。精神疾患の親に対しても，よ

くも悪くも自身の言動で親が大きく変化す

ることはないと感じ「私には私の人生があ

るから」と発言するなど，親の症状などに

巻き込まれすぎず，家族と自分とを分けて

考える視点にも気付くことができていた。

４）カウンセラーの関わりについて

５回目面接では，トライアル・カウンセ

リングが終結することを寂しく思ってお

り，受けること自体に抵抗感のあった以前

を考えると，トライアル・カウンセリング

に対する印象も大きく変化していた。カウ

ンセラーが筆者に対して受容共感的に関わ

ってくれたことがその変化に影響している

と感じ，カウンセラーが筆者を励ましつつ
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温かく受け止めてくれたからこそ，筆者の

中に変化が生じたのではないかと考えられ

た。

� 考察

１）各回の概要

まず，全体を振り返り，トライアル・カ

ウンセリングの各回の概要について考察す

る。

１回目面接や２回目面接では，精神疾患

の親を持つ子どもの立場であり心理臨床家

をめざす大学院生でもあることから，自己

開示や自己一致について自分自身が抱いて

いた不安を語っており，３回目面接でそう

いった不安などの感情が整理された。４回

目面接では家族から離れたケアラーとして

の悩みや不安を語っており，５回目面接で

はトライアル・カウンセリングを受けたこ

とによる心境の変化を振り返っていた。

筆者の中では，トライアル・カウンセリ

ングを受ける際に前もって語ろうと考えて

いた内容は２回目面接まででほとんど語り

終え，３回目面接を終えた時点で，考えが

整理されたことによる満足感があった。そ

のため４回目面接や５回目面接では，その

時話したいと思ったことを気軽に言葉にし

ており，全５回の限られた回数であって

も，十分自己理解を深めることができてい

たと考えられる。その要因として，回数が

定められていることでカウンセラーと筆者

が終結に向けた意識を共有でき，扱う話題

について無駄なく語ることができたためな

のではないかと考えることができた。

２）自己開示について

次に，自己開示に関して，１回目面接に

おいて家族や過去の出来事を「話しても理

解されると思ってないし，理解されたいと

も思ってない。理解されないなら言わな

い」と発言していたのだが，今になって考

えると，実際は誰かに話して理解された

い，受け止めてもらいたいと思っていた裏

返しだったのかもしれないと感じた。トラ

イアル・カウンセリングの中でカウンセ

ラーに話を受け止めてもらう経験を得たこ

とで，５回目面接における「ちょっと人に

話してみたところで，自分が全部崩れるわ

けではない」という発言や，自己開示への

抵抗感の軽減に至ることができたのだろう

と感じる。

筆者にとって心理的にハードルの高かっ

た悩みを語る経験を，カウンセラーが温か

く受け止めてくれたために，４回目面接で

気軽に悩みを相談することができるように

なっており，野島（２０２１）が「話す＝離

す，放す」と述べていたように，悩みを言

葉にすることで客観視しやすくなるとい

う，大学院において学んできたことがトラ

イアル・カウンセリングの中で実感でき

た。

また，カウンセリングという非日常の場

で話し，カウンセラーに受け止めてもらえ

たことは，日常生活での意識の変化にも繋

がっていた。トライアル・カウンセリング

を受ける以前の筆者は，家族や過去の出来

事について周囲の人に隠していたことか

ら，カウンセリングという場面において

も，話すことに抵抗感があった。だが，カ

ウンセラーに話を受け止めてもらえた経験

を得たことで，周囲の人に対しても，話そ

うと思えば話すことができ，話したくない

と思ったら話さずにいることができると感
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じるようになっていた。

話さないことに対する印象も変化してお

り，自己開示できないと感じて不安や葛藤

を抱えていた状態から，話さないことも選

択肢の一つとして考え肯定的に捉えること

ができるようになっていた。カウンセリン

グという非日常の場で話したことによっ

て，日常の場で話さずにいることを受け入

れることができるようになっており，トラ

イアル・カウンセリングで得た経験が筆者

の意識に大きな影響を与えたと考えられ

た。

３）自己一致について

１回目面接を振り返ってみると，自己一

致に悩んでいた当時の自分は，自己一致の

概念が分からないのではなく，自分自身の

状態・考えが分からずに漠然と不安を感じ

ていたと考えられた。過去の自分と現在の

自分とのつながりを希薄だと捉え，向き合

ってこなかったことに罪悪感があったのだ

と考えられる。

だが，トライアル・カウンセリングで自

己の不一致に気付いたことで，過去に向き

合うことを避けてきた自分自身を，そのま

まの形で受け止めることができるようにな

っていた。過去は過去としてあった出来事

だけれど，現在は現在として考えられるよ

うに変化していた。

また，親に対して怒りなどの気持ちもあ

りつつ，理解者となって支えたいとめざし

行動していたことを，不一致への気付きと

してカウンセラーに向けて語っていた際

は，筆者の中で意識や表現にズレがなくな

っており，不一致に気付いたことによって

自己が一致していたと考えられる。

日常生活の中で感じていたことが，カウ

ンセリングの場でカウンセラーに向けて話

すことによって変化していくという体験が

でき，日常場面とカウンセリング場面とで

語りが異なることによる心境の変化を，ク

ライエント体験として実感することができ

た。

４）カウンセラーの関わりについて

受付時に挙がった多重関係の恐れについ

て，筆者にとっては家族や過去の出来事を

人に話すこと自体のハードルが高く，その

相手が誰かまではあまり意識していなかっ

たと考えられた。加えて，多重関係の相手

だから話難いというよりも，先輩でもある

心理職の方なら話しても大丈夫という信頼

感が強く，問題なく面接を終えることがで

きたと考えられた。

面接の中でのカウンセラーの関わりとし

て，筆者への質問についても述べたい。野

島（２０２１）は積極的傾聴のための応答技法

の一つに質問（リード）を挙げ，「問い直

されることで，自分の気持や考えを探索し

たり，明確にすることにつながる」と述べ

ている。トライアル・カウンセリングにお

いて，カウンセラーの質問によって自分の

考えが整理できる感覚が強く，質問を受け

て改めて考えることで考えが明確になる場

面があった。また，自分の家族や過去の出

来事を話すことに苦手意識を感じていた筆

者にとって，質問に答える形で話が進んで

いくことは，何をどう話していけばいいの

かといった不安の軽減や，話しやすさにも

つながっていたと考えられた。

加えて，カウンセラーが面接の場を安全

な場として保ってくれていたと感じた。筆
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者が「すみません，こんなこと話しちゃっ

て」といった発言をした際に大丈夫だと受

け止めてくれたり，面接の全体を通して温

かい声色や表情で接してくれたことが筆者

の安心感に繋がったと考えられ，言語的に

も非言語的にも受容されていたと感じた。

また，２回目面接において，不一致につい

て言及する際，「安全性が第一だが」と言

ってくださったことからも，カウンセラー

が意識的に安全に関して考えてくださって

いたことが伺えた。

２回目面接で語られた，理解者になろう

としていたことと行き場をなくした気持ち

があることによる不一致について，通常の

治療的なカウンセリング場面であれば，カ

ウンセラーの言葉から気付くには，２回目

面接の段階で扱うには早すぎたり，健康度

が低い相手であれば侵襲的となる恐れな

ど，重い内容であった可能性が考えられ

る。

しかし，トライアル・カウンセリングと

いう教育的な意味をもった面接において，

５回の制限の中で筆者が自己理解を深める

には，この気付きは非常に重要なものだっ

たと考えられる。カウンセラーも悩みなが

ら口にしていただけた言葉だったのではな

いかと考えられるが，筆者にとって自己理

解につながる意味を持つものであった。

５）心理臨床家をめざす，精神疾患の親を

持つ子どもの立場として

最後に，心理臨床家をめざしている精神

疾患の親を持つ子どもの立場として，トラ

イアル・カウンセリングのクライエント体

験での心境の変化について考察したい。

心理臨床家をめざし大学院で学ぶ中で，

精神疾患の親をもつ子どもの立場として抱

えていた，自己開示や自己一致に関する問

題に直面化することとなった。向き合うこ

とを避けて過ごしてきていたために抵抗感

があったのだが，トライアル・カウンセリ

ングを受けたことで問題の理解や整理が進

んだと考えられる点が二つある。

一つ目は，子どもの立場としての自分自

身と，心理臨床家をめざしている自分との

間で生じる葛藤を受け止めることができた

点である。子どもとしての素直な感情を持

ちつつも，心理学を学んでいるからこそ親

の事情を理解できてしまう部分があり，感

情を思い通りに表現できずにいた。一方

で，親に対して怒りなどの感情があるため

に，学んでいるようには精神疾患への適切

な対応もできず，心理臨床家をめざしてい

るのに実践は出来ていないと罪悪感や将来

への不安を抱えていた。面接の中でそうい

った感情を自覚したことで，どちらの感情

も持っているのが自然であることを実感

し，葛藤を持ちつつも自分の中で折り合い

をつけ受け止めることができた。

二つ目は，情緒的な面でのケアラーとし

て抱えていた家族の問題への意識が変化し

た点である。以前は家族で問題が生じた

際，「自分が解決しなくては」と自分自身

に責任として課していた。家族からも期待

されていると感じる場面もありプレッシ

ャーがあったものの，面接で振り返ると

「私には私の人生があるから」という考え

も持っていたと気付くことができた。精神

疾患の親に巻き込まれていた状態から，自

分は自分，親は親として分けて捉えられる

ようになっていたと考えられ，少なくとも

５回目面接を終えた時点において，親から
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の自立という面に関しても筆者に成長がみ

られたと推察される。

トライアル・カウンセリングが終結した

後，家族の中で問題が生じた場面では，問

題の把握や状況の整理まではするものの，

筆者一人で解決しようとするのではなく，

主治医など外部の第三者に相談するよう家

族に伝えることができていた。トライア

ル・カウンセリングを受け心境の変化があ

ったことによって，実際の筆者の行動面に

おいても，変化が起きていたと考えられ

た。
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